
可
観
小
陵
程
』
H

四
三
入

むらりあしの tttもも1 りばるをて有Ir ー
JはT 、や 。 た た れを て 、はふ 、 う

人いし節点って ねそさう主る主 mcち l傘畠~I; 
総元 心陀かか き り ふ て てづ 水は

なとに与は有。しかよも AlE !亡ら
来 t ふぞ h るした〈めと 完たふ興

れをつべややなじにかりイはヰり き τ て ち除な石答竹
壬 もし命 。 て期もH け た 詠 、 ふ つ
4TJ ふら でもか〈も ん りめさしど の

竹すらば ひれ具なか説会 け。やとたき吉郎
とはし ら んい そるた

羽の l亡 きしたヒぬ陀。かたと央る n君. 
務織侠畠 うすあ 期しtたり れをも まなるば竹袋

tを1 ふ9句 やι， た れ l亡かののえ'1..宇
ふ まも 。ひ いば 、 り、ほ

し と た 容のふたい か Tか会あと柴
興F感R やた ばなふ し tなl たしるり

み ら り る か は くへてはをの
〈 、 IZ:: l すれI;t" ばち? n:し水過泉

あ 心と下折らけ 、お し は る l亡イ行き」許 11: 
つ I~ れ ざり狛なた叉のひ か
て k はとる 。ほ 間じlるみみた へ
此 きみた I~ 木陰な そ 容さな A しり
一括をF てさむらて きもにのをれけり り 陀イ与

を なも 力な 中 つ 、、る
の 長引なは どょ に く あ目と

ょ打詠を返らのやひあ畿
竹 々ね岡l強とる白 書巴 11 : も し に い 笹 ペ

の 紙き 、柔 l亡しは とも し感す 1罪を控 のれ忠張 へ l亡
心め 竹雪 11:や物かき採作 得る か ど どし竹
地 、 、 も なるに 。のもて岡
し又械のよ御と り t も三て老是却も 答此義:00張忠
てはに目下ら目らて'*の寸ー 、 てる百を平

を同心 付名けとでと 、己つ也八北成畠僻 あ 11:

るイ開tをザ1 な 、 ピ い業が風雲む 。過年を 浪人興は若 り 寄
ベ 住居き 只めか ののが 、て 。 せ
〈 桜て 11:の 区I)日錦 、 た
も 、々 、と 11:潟 き・人心抑人を j，E主 h所3吉ー張忠 り

あどの官世のふあ打 11: ぬとな 1Zせを地Z 年 。
宇ら も柴な姿かやは、 。 なるも 老余

のるな〈し ら思 反れ へ てて卜

と:w:制聞戸L 詠歌打モを めたみひ 紙故りして 作れ↑筑従 八云 I~ り ど 訟 な 2 。与 、 ざ 歳
鐙 定 。 ら ぽ ど 中 るあの

しむ て か給科すす z一ヲ よ主鳴喧可主 o 10/1.子も桑知z 主 り時
I~ ベ 、 弘 人め力 tHり盟i 年~もの 。
も方なき へるひある の L 余。
た 4維!Iiて J-. けり'i:み. の L ど 弱臼
が 竹給をれて、み臥 し往椋まと A冠雪
へしのひかど 、簡Fはt と i事を且 昌ねし。の
り。 白い 、 ~i7 f2ii ';"'. l せ。然 1時人
。な 答l当 。 つモに ，し-:. IL 興絡し i!l.ると忠

、，

iN 

一
、
新
訓
示
美
の
持
論

布
図
干
潟
正
司
九
日

出
T
4
m
応
隊
作
俄
被
仰
下
部
致
承
知
供
。

モ時川
・楚
献
の
泌
を
紛
巾
進

ま
た
系
紙
法
制

品川卦
E
h
M
も
み
弱
き
に
か
a
A

る
柳
か
な

そ
の
肢
は
弱
宮
陀
と
モ
か
L
り
け
め
、
と
た
び
は
出
T
h
M
吉
肉
。
元
来

は
、
よ
ほ
ど
い
ま
だ
段
有
之
俄
に
訂
候
。
念
に
は
鰍
成
と
有
候
。
柳

干
厚
が
詩
に
客
有
一
敢
闘
思
コ
閣
制
生
--一夜
慾
-
と
申
何
主
、
先
日
新
引
氏

容
も
心
な

t
、
竹
も
心
な
〈
、
ま
し
て
法
化
の
私
は
柳
あ
る
ま
じ
け

Hι 

陀
て
吟
じ
申
候
て
、
此
起
何
な
ど
も
詩
の
遺
芯
を
偽
申
と
巾
候
へ
ば
、

新
労
氏
笑
て
居
被
申
候
。
新
井
氏
被
巾
は
、
誇
に
接
航
法
と
巾
邪
有

之
、
一
字
に
て
格
別
は
っ
き
り
と
い
た
し
、
討
の
脅
響
を
十
倍
仕
事

有
之
候
。
此
前
湯
治
い
た
し
、
伊
豆
の
山
主
越
え
巾
時
、
高
山
の
よ

に
て
百
毘
を
一
笠
仕
候
。
共
景
策
も
と
よ
り
勝
れ
申
候
所
に
、
林
中

れ
ど
も
、
批
上
の
品
開
辱
浮
沈
、
肌
甘
さ
る
ベ
き
に
と
モ
侍
る
め
れ
。
は

て

J
Lは
人
に
と

へ
ど
も
し
ら
十
、
我
狛
不
v
知
と
よ
り
外
の
己
と
な

し
阿
川
胤
も
を
れ
ぬ
も
一容
の
姿
に

τモ
よ
げ
ば
本
の
隆
の
背
竹

一
、
小
制
桃
渓
詩
作
の
力
量

径
樹
三
年
先
能
被
献
の
内

桃
渓
略
作
殊
の
外
あ
が
り
巾
候
。
新
井
氏
も
褒
美
、
常
地
な
ど
に
て

持
主
灯
み
申
人
候
待
共
、
円
足
利
恒
医
作
り
申
人
は
難
得
旨
被
申
候
。
天

然
と
俊
迩
成
に
有
之
候
。
只
恨
む
ら
〈
は
三
百
稿
、
楚
帥
附
の
趣
を
ば

机
何
不
敏
中
候
。
常
に
好
み
被
申
所
、
庇
以
後
陀
て
候
故
、
風
雅
の
休

に
迷
〈
仰
鹿
候
。
三
百
稿
、叫
乱
脈
よ
り
出
巾
詩
は
、
格
別
問
き
物
に

御山
内
候
。
共
段
新
井
氏
も
被
巾
候
。
柳
子
厚
が
詩
な
ど
毛
詩
・楚
献
の

風
胞
を
符
申
第
一
と
肝
候
。
李
社
な
ど
は
力
量
布
之
故
、
自
分
K
純

化
此
候
故
、
却
て
見
え
か
ね
候
。
五
月
十
八
日
。

よ
り
脱
二
疋
出
候
て
、
忽
然
と
し
て
去
り
巾
候
。
共
節
下
を
見
沿
ろ

し
候
へ
ば
、
遣
の
下
に
鷲
舞
ひ
巾
を
上
よ
り
見
市
候
。
背
天
に
鷲
針

ひ
申
妙
、
凡
m
V
E
は
な
れ
巾
景
色
陀
て
候
。
此
鷲
と
市
出
陀
て
、
此
山

の
景
気
十
倍
い
た
し
候
枝
先
ぇ
、
今
以
わ
す
れ
不
巾
候
。
先
則
鍛
鈷

法
に

τ候
。
鹿
と
鷲
は
、
官
分
外
よ
り
の
か
り
物
に
候
へ
共
、
是
に

て
山
の
景
気
を
添
巾
候
へ
ば
、
此
二
物
を
以
て
よ
モ
ほ
ひ
巾
と
い
ふ

物
に
て
候
。
又
月
な
れ
ば
月
に
な
づ
み
花
な
れ
ば
花
に
な
づ
み
候

て
、
花
月
の
上
ば
か
り
に
て
形
容
い
た
し
候
て
は
、
よ
く
い
ひ
ゐ
ほ

せ
候
て
も
、
精
榊
は
と

t
k
ぬ
け
中
候
。
名
人
は
意
の
問
桜
特
別
に
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